
花島公園自然観察会

冬の野鳥観察１

内島 くに子（佐倉市）

日 時：2026 年 2 月 14 日（土）10 時 00 分～12 時 00 分 天気：晴れ

参加者：24 家族 30 名（大人 29 名 子ども 1 名）

担当指導員：坂本、伊藤、清水、内島

それまでの冬の寒さとはうって変わり 3 月の陽気となったこの日、参加者 30 名と嬉しい

スタート。25 種類もの野鳥を観察できたという結果は、人びとが大勢集う場所にもかかわ

らず、花島公園は生き物たちにとっても貴重な場所だということだろう。

歩きはじめてすぐグラウンドで、6 羽のツグミが等間隔の距離を保ちながら餌をつつい

ている。餌の確保が平等になるように分けあっているのだろうか？ ツグミのこのような

行動を見ていると、渡りが少なかった一昨年はツグミにとって何があったのだろうかと思

わず考えてしまう。

梅にメジロ、エノキにシジュウカラ、カワラヒワなどを観察しつつ渓流の方へ下りてい

くと、すぐに歓声が上がる。カワセミを発見したようだ。参加者全員が双眼鏡越しにカワ

セミを観察する。この頃には皆さん双眼鏡の扱い方も慣れてきているようだった。

カルガモの見える池では、「カルガモのお引越し」と言われるものについて説明。カルガ

モのヒナの餌を確保するために、天敵を避けつつ数百メートルから最大 2.5 キロも歩いて

移動するというお馴染みのカルガモ親子の風景である。

池を渡り花見川に出ると、待ち構えていたかのようにオオバンの群れ。今では日本全国

で見られるようになったこのオオバンの繫殖地や潜る、走るなど色々な行動についての説

明があった。ハクセキレイ、ヒヨドリといった昔渡り鳥と言われた鳥たちの中には、留鳥、

漂鳥となった鳥たちもあるが、やはり冬にしか見られない冬鳥に会いたい人も多い。

空ではノスリとカラスが喧嘩しているように見えるその行動は、どうも命がけの闘いで

はないようだ。

鳥の観察会は面白いもので、行きと帰りで見られる鳥たちが違うことが多い。帰りには、

遠くのケヤキの木々にシメが何羽も止まっているのを望遠鏡で見せてもらった。肉眼では

カワラヒワかと思ったが、さすが望遠鏡の威力でシメの特徴がはっきり見えた。

他にヤマガラ、シロハラ、ルリビタキのメス、ジョウビタキ、アオジなど、紙面では書

き尽くせない野鳥の姿を堪能した。

参加者の方々からも、カワセミをはじめ多くの鳥を観察でき説明も面白かったとの感想

をいただいた。

カルガモの引っ越し理由を説明 グラウンドにツグミの群れが… 観察した野鳥を確認する鳥合せ


